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海 �
別 �
べ つ �

12
　
三
味
線
の
歌
に
合
わ
せ
、
リ
ズ
ム
よ
く
ビ
ン
を
踊
ら
せ
る
。
ビ
ン
の
中
と
手
の�

甲
に
は
鈴
が
つ
け
ら
れ
、
程
良
く
調
和
し
観
客
を
魅
了
さ
せ
る
。�

　
昭
和
十
年
頃
、
国
後
島
へ
働
き
に
行
っ
た
女
性
二
人
が
踊
り
を
覚
え
、
昭
和
四�

十
八
年
に
別
海
ビ
ン
踊
り
保
存
会
を
設
立（
福
原
正
純
会
長
）。
今
も
本
別
海
で
伝�

統
芸
能
と
し
て
世
代
に
継
承
し
て
い
る
。�

か い �

海 �
別 �
海 �

別 �
波頭で海を表現。�
中央の分銅は町内の興隆。�
左右に跳ねた翼は躍進。�

伝
統
の
ビ
ン
踊
り�

別海町芸術祭　芸能発表会より



　
十
一
月
一
日
、小
雨
が
降
る
天
候
の
中
、町
民
な
ど
千
百
二
十

七
名
の
参
加
協
力
を
得
て
別
海
町
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
別
海
町
は
、
平
成
六
年
に
北
海
道
東
方
沖
地
震
で
様
々
な
被

害
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
海
岸
線
地
域
以
外
で
の
災

害
訓
練
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
今
回
は
役
場
・
支
所
・
出
張
所
所
在
地
及
び
海
岸
線
の
地
域

を
対
象
と
し
、
広
域
的
活
動
に
重
点
を
お
い
た
訓
練
や
関
係
機

関
と
よ
り
緊
密
な
連
携
を
図
る
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
能

力
の
充
実
強
化
を
図
る
と
共
に
自
主
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
内
会
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
海
上
保

安
部
、
建
設
業
協
会
、
各
農
・
漁
業
協
同
組
合
、
商
工
会
、
日

赤
奉
仕
団
が
参
加
し
、
避
難
、
消
火
、
通
信
、
給
水
等
の
訓
練

を
各
地
域
で
一
斉
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。�

　
役
場
駐
車
場
で
は
、
別
海
消
防
署
に
よ
る
車
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
の
救
出
や
消
火
器
の
使
い
方
等
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

uまずおちついて身の安全を�
　¡机やテーブルに身をかくす�
　¡玄関などの扉を開けて非常脱出口の確保�
　¡あわてて外に飛び出すなY周囲を確かめ落ち着�
　　いて行動を�
�uあわてず冷静に火災を防ぐ�
　¡地震Yすばやく火の始末�
　¡ガス器具、ストーブなどの消火とガス器具の元�
　　栓を止め電源の元（ブレーカー）を落しましょう。�
　¡火が出たらまず消火を�
　�u狭い路地、塀ぎわ、崖や川べりに�
　近寄らないY�
�u非難は徒歩で、持ち物は最少限に�
　し、津波や山崩れ、がけ崩れに注意�
�u正しい情報の入手を�
�u協力しあって応急救護・救出活動を�

～いざというときどうするか～�～いざというときどうするか～�
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車内にとじこめられた人の救助訓練

消火器による消火訓練
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町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え
る
方
を

祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
が
次
の
方
々

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中野　雄作さん（西春別313の３）
大正元年11月15日生

村井石次郎さん（中春別158の１）
大正元年11月11日生

十
一
月
八
日
、
役
場
庁
舎
大
会
議
室

で
第
四
回
目
の
平
成
十
四
年
度
優
良
勤

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
全
企
業
に
従
事
す
る
二
十
年

以
上
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
、
勤
労
に

励
ん
だ
方
を
優
良
従
業
員
又
は
技
能
功

労
者
と
し
て
表
彰
激
励
す
る
こ
と
に
よ

り
、
他
の
勤
労
者
に
対
し
て
も
、
更
な

る
勤
労
意
欲
の
喚
起
を
促
し
、
町
の
振

興
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
優
良
従
業
員
と
し
て
六

名
が
表
彰
さ
れ
、
奥
田
助
役
か
ら
記
念

の
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
井
戸
坂
伸
哉

さ
ん
が
「
今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
、

心
新
た
に
一
層
の
努
力
を
重
ね
勤
労
に

励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
井
戸
坂
伸

哉
さ
ん
（
上
春
別
・
酪
農
業
）、
佐
藤

忠
敏
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
・
尾
藤
電
設

工
事
㈱
）、
橋
詰
修
さ
ん
（
別
海
・
高

玉
建
設
工
業
㈱
）
、
松
田
孝
幸
さ
ん

（
西
春
別
駅
前
・
㈲
幸
田
自
動
車
整
備

工
場
）、
吉
田
美
和
子
さ
ん
（
別
海
緑

町
・
㈲
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
西
浦
）、
渡

部
昌
一
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
・
尾
藤
電

設
工
事
㈱
）
で
す
。

待
望
の
遊
歩
道
完
成

別
海
町
が
道
営
農
村
総
合
整
備
事
業

の
一
環
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
た
別

海
川
上
町
か
ら
「
憩
い
の
森
」
公
園
を

つ
な
ぐ
「
憩
い
橋
」（
歩
行
者
・
自
転
車

専
用
道
路
）
が
完
成
し
、
十
一
月
十
五

日
か
ら
共
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

別
海
川
上
町
・
緑
町
の
住
民
に
と
っ

て
役
場
や
病
院
・
公
民
館
な
ど
の
公
共

施
設
へ
の
利
便
性
が
向
上
さ
れ
、
新

栄
・
常
盤
町
か
ら
の
中
学
・
高
校
へ
の

通
学
の
利
便
性
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
森
林
浴

も
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。

NEWSNEWS

まちの�
できごと�

別
海
町
優
良
勤
労
者
表
彰
式



か
わ
い
い
お
ゆ
う
ぎ
披
露

十
一
月
二
十
六
日
、
別
海
く
る
み
幼

稚
園
（
天
岡
覚
誠
園
長
）
の
園
児
二
十

五
名
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠

園
を
慰
問
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
慰
問
は
、
今
年
で
二
十
三
回
目

と
な
り
、
入
所
中
の
お
年
寄
り
は
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

か
わ
い
い
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
園
児

の
歌
や
お
ゆ
う
ぎ
に
、
お
年
寄
り
た
ち

は
「
か
わ
い
い
な
あ
」
と
言
い
な
が
ら

笑
顔
で
拍
手
。
お
ゆ
う
ぎ
の
後
に
は
、

お
年
寄
り
全
員
に
肩
た
た
き
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
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11月24日、別海町マルチメディア館の大スクリー
ンを使い、別海高等学校酪農科３年酪農経営コース
16名が、酪農先進地「ヨーロッパ海外酪農研修体験
談」（８／24～９／７実施）を発表しました。
スイス・デンマーク・オランダ・フランスなどを

周り、チーズ工場・乳業工場・ロータリーパーラ
ー・バイオガスプラントの施設研修やパリの凱旋
門・オルセイ美術館などヨーロッパの歴史に触れた
ことへの感激などを発表しました。「中でもロータリ
ーパーラーを視察できたことが大変嬉しく、この経
験をこれからの学習に生かしていきたい。」と述べま
した。
続いて、別海高校農業特別専攻科の「平成13年度

ニュージーランド研修」へ参加した桜井純さんと佐
藤雄太さんが、ニュージーランドの酪農家の家庭に
約２ヶ月間ホームスティしながら農作業の実習や研
修を受け、異国の生活習慣・文化に触れた感想や各
農家の庭がきれいに整備されている様子などを発表
しました。

見聞を広めてきました
生涯学習大学講座

～別海高校「海外酪農研修体験談」～

10月30日、別海町交流館「ぷらと」で
職業奉仕活動表彰式が行われました。
この表彰は別海ロータリークラブが毎

年行っているもので、永年にわたり商業
を通じ地域の発展に貢献され、大きな功
績のあった人を表彰するものです。
今回受賞したのは小原賢造さん（97

歳・西春別宮園町47番地）と佐藤健哉さ
ん（83歳・別海宮舞町10番地）の２人。
小原さんは、昭和９年郵便取扱所長とな
り昭和48年７月退職。その後新聞販売店
を継承し現在も従事しておられます。
佐藤さんは昭和19年食糧営団に勤務さ

れ、昭和27年食糧営団が民営化されると
同時に独立し、佐藤米穀店を開業しまし
た。
お二人とも、誠実温厚な方で戦後の混

乱期から地域の発展や家族のために、家業のかたわ
ら地域の役員や公職を持ち今もって健康で現役にて
活躍されております。

職
業
奉
仕
活
動
表
彰
受
賞

小
原
　
賢
造
さ
ん
、
佐
藤
　
健
哉
さ
ん



《
い
い
歯
の
子
ど
も
た
ち
》

林
拓
実
く
ん
、
入
倉
明
里
ち
ゃ
ん
、
大
関
強
志
く

ん
、
羽
山
智
美
ち
ゃ
ん
、
阿
部
幸
二
朗
く
ん
、
田

渕
祥
一
く
ん
、
藤
岡
樹
生
く
ん
、
辻
雄
太
く
ん
、

水
谷
慎
太
郎
く
ん
、
中
林
尚
香
ち
ゃ
ん
、
大
久
保

省
吾
く
ん
、
立
石
未
来
ち
ゃ
ん
、
伊
達
あ
ゆ
か
ち

ゃ
ん
、
花
川
拓
く
ん
、
小
野
寺
雪
奈
ち
ゃ
ん
、
山

崎
陽
平
く
ん
、
鈴
木
釉
偉
く
ん
、
佐
藤
真
旗
く
ん
、

日
向
優
輝
く
ん
、
相
澤
魁
人
く
ん
、
吾
妻
風
香
ち

ゃ
ん
、
伊
藤
る
な
ち
ゃ
ん
、
佐
藤
大
夢
く
ん
、
川

畑
那
奈
ち
ゃ
ん
、
大
村
彩
華
ち
ゃ
ん
、
濱
松
勇
也

く
ん
、
笠
間
崇
秀
く
ん
、
長
尾
ほ
の
か
ち
ゃ
ん
、

前
田
奏
ち
ゃ
ん
、
佐
藤
光
ち
ゃ
ん
、
小
林
星
空
く

ん
、
大
野
海
都
く
ん
、
鈴
木
健
仁
く
ん
、
高
田
侑

奈
ち
ゃ
ん
、
大
野
聖
佳
ち
ゃ
ん
、
久
保
亮
輔
く
ん
、

石
井
大
樹
く
ん
、
藤
本
日
菜
子
ち
ゃ
ん
、
三
宮
功

輔
く
ん
、
佐
藤
遥
妃
ち
ゃ
ん
、
酒
井
優
歌
ち
ゃ
ん
、

岡
元
春
唯
く
ん
、
小
林
風
馬
く
ん
、
内
藤
圭
哉
く

ん
、
玉
木
健
介
く
ん
、
松
田
流
楓
ち
ゃ
ん
、
中
島

拓
都
く
ん
、
西
山
知
里
ち
ゃ
ん
、
長
谷
部
隼
一
く

ん
、
佐
藤
大
和
く
ん
、
小
守
蒔
遠
く
ん
、
亀
井
捺

代
ち
ゃ
ん
、
藤
巻
侑
汰
く
ん
、
池
田
悠
輔
く
ん
、

松
隈
梨
乃
ち
ゃ
ん
、
小
宮
山
大
地
く
ん
、
高
橋
杏

茹
ち
ゃ
ん
、
鈴
木
保
乃
佳
ち
ゃ
ん
、
原
内
星
ち
ゃ

ん
、
伊
藤
玲
奈
ち
ゃ
ん
、
村
山
瑠
音
ち
ゃ
ん
、
斉

藤
廉
く
ん
、
浅
沼
珠
季
ち
ゃ
ん
、
門
馬
幸
太
く
ん
、

守
屋
美
紅
ち
ゃ
ん
、
古
屋
佑
馬
く
ん
、
高
橋
典
生

く
ん
、
響
遼
太
郎
く
ん
、
坂
田
柚
芽
ち
ゃ
ん
、
関

根
郁
民
く
ん
、
菅
野
響
平
く
ん
、
小
村
逸
く
ん
、

田
村
亮
貴
く
ん
、
水
野
桜
ち
ゃ
ん
、
外
村
千
夏
ち

ゃ
ん
、
中
島
光
瑠
く
ん
、
斉
藤
陽
穂
ち
ゃ
ん
、
山

崎
葉
月
ち
ゃ
ん
、
山
桑
竜
海
く
ん
、
山
本
哲
太
く

ん
、
石
川
想
弥
く
ん
、
若
木
優
作
く
ん
、
竹
原
夢

ち
ゃ
ん
、
内
藤
碩
人
く
ん
、
松
本
彩
香
ち
ゃ
ん
、

笹
岡
築
ち
ゃ
ん

十
一
月
八
日
の
「
い
い
歯
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
「
い
い
歯
の
子
」

表
彰
式
が
、
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
乳
歯
に
む
し
歯
の
な
い
子
を
表
彰
し
そ
の
努
力
を
讃

え
る
と
共
に
、
広
く
町
民
に
歯
の
健
康
の
大
切
さ
を
訴
え
、
歯
科

保
健
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昨
年

十
一
月
か
ら
今
年
十
月
ま
で
に
、
三
歳
児
健
診
の
歯
科
検
診
を
受

け
て
む
し
ば
が
一
本
も
な
か
っ
た
子
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
は
、
百
六
十
二
人
中
八
十
六
人
（
五
十
三
・
一
％
）
の

子
供
が
対
象
と
な
り
、
森
田
収
入
役
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
自
分
の

写
真
が
貼
ら
れ
た
「
い
い
歯
証
明
書
」
と
ド
ラ
え
も
ん
の
メ
ダ
ル
、

洗
面
道
具
の
入
っ
た
バ
ッ
グ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
む
し
歯
ゼ
ロ

の
幼
児
は
五
年
前
か
ら
十
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
歯
の
健

康
に
対
す
る
意
識
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
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耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師�

耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師（午前診療）�

皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師�

皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師（午前診療）�

小児神経外来　札幌医大　舘　　延忠  助教授�

耳鼻咽喉科　札幌医大　山崎　徳和  医師�

耳鼻咽喉科　札幌医大　山崎　徳和  医師（午前診療）�

皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師�

皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師（午前診療）�

�

�

民謡チャリティーショー　中央公民館　10：00～�
芸能祭「パッチワーク展」　中央公民館　９：00～（～８日迄）�
もちつき大会　東公民館　10：00～�
クリスマス子どもの集い　西公民館　９：00～13：00�
クリスマスコンサート　西公民館　14：30～�
クリスマス子どもの集い　中央公民館　13：00～�
ふれあいチャリティフェスティバル　西公民館　11：00～16：00�
クリスマス子どもの集い　上風連地域センター　�
別海駐屯地年忘れ会　別海駐屯地　９：00～�
カラオケチャリティーショー　中央公民館　10：00～�
第23回別海町体育協会長杯大会　町営スケートリンク　９：00～�
第24回山根杯新春スプリント大会　町営スケートリンク　９：00～�
別海消防出初式　役場駐車場　10：00～�
新年交礼会　ウエディングプラザ別海　13：00～�
西春別駅前連町マージャン大会　西公民館　13：00～17：00

日�

9�

10�

12�

13�

〃�

24�

25�

26�

27

曜日�

月�

火�

木�

金�

〃�

火�

水�

木�

金�

診 療 内 容�町立�
別海病院�

12月�
診療�
　案内�

15-2311�
（内線201）�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器�
に影響を及ぼす場合がありますので、�
病院内では電源を切ってください。�
�

携帯電話の使用について�

　平成14年12月31日cから平成15年１�
月５日aまで休診となります。�

年末・年始の休診について�

　町立別海病院では、看護師を募集し�
ています。�
　受付は随時行っていますので、病院�
事務課総務担当までお問い合わせくだ�
さい。�

病院職員の募集について�
　外科診療は毎日、午前のみ診療して�
います。整形外科診療は毎日、午後の�
み診療しています。薬は、診療時だけ�
しか処方せんが出ませんので注意願い�
ます。�
�

外科・整形外科�

日�

1�
6�
8�
�
�
14�
15�
21�
�
22�
29�
3�
5�
�
12

曜日�
日�
金�
日�
�
�
土�
日�
土�
�
日�
〃�
金�
日�
�
日�

日�

7�

10�

14�

�

15�

16�

21�

22�

28�

29�

30�

�

�

31

曜日�

火�

金�

火�

�

水�

木�

火�

水�

火�

水�

木�

�

�

金�

イ ベ ン ト 内 容 �

予 定 内 容 �

母 親 教 室�

乳 幼 児 相 談 �

乳 幼 児 相 談 �

母 親 教 室�

１ 歳 半 健 診�

４ ヶ 月 健 診�

1歳3ヶ月歯磨き教室�

３ 歳 児 健 診�

母 親 教 室�

フ ッ 素 塗 布 �

フ ッ 素 塗 布
�

�

４ ヶ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

場　　　　　　　所�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

西春別ふれあいセンター�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 立 別 海 病 院�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

尾岱沼地域センター�

町 民 保 健 セ ン タ ー
�

�

町 立 別 海 病 院�

中 春 別 福 祉 館 �

時　　　間�

10：00～12：00�

10：00～14：30�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

12：30～13：00�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

12：30～13：00�

10：00～11：30�

９：30～11：00�

９：30～12：30�

13：00～15：30�

12：30～13：00�

９：30～11：00

町民保健センター　15-0359

地域情報カレンダー�12月�

地域情報カレンダー�
1/
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かざ  ね  

松田　風音ちゃん�
（健児）�

羽石　美悠ちゃん�
（健一）�

ま　や�

吉田　真矢ちゃん�
（政利）�

谷内　優希くん�
（悌晃）�

り　ほ�

加藤　里歩ちゃん�
（博）�

あずさ�

本田　　梓ちゃん�
（敏）�

み　ゆ�

北澤柊三郎くん�
（光太郎）�

しゅうさぶろう�

石井はるなちゃん�
（修一）�

み  ゆう  

大森　未裕ちゃん�
（博善）�

あつ  や�

武井　敦哉くん�
（秀樹）�

ゆう  と  

井上　侑大くん�
（剛）�

みやび�

小野　　雅ちゃん�
（学）�

もえ  な  

溝口　萌菜ちゃん�
（健）�

11月
6日

　
町民保健センターで撮影　（

　）
内は
保
護

者
名

ゆう  き�
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� 美しいハーモニーと演奏に大きな拍手�

　11月５日・６日の２日間「第21回別海町小中高校合同

音楽祭2002」が中央公民館で開かれました。�

　この音楽祭は小・中・高校合同音楽祭実行委員会の主

催で毎年開かれているものです。�

　今年は、１日目は中高校生、２日目は小学校の演奏が

それぞれ行われ、町内より20校836名の参加者がアニメの

主題歌やポップス、クラシックなど日頃の練習の成果を

披露。会場を訪れた父母や関係者は、次から次へ流れる

美しいハーモニーや演奏曲に大きな拍手を送っていました。�

�

�

� 青少年健全育成町民の集い
�

テーマ～豊かな物より豊かな心～�
　11月16日、マルチメディア館で行われました。�

　毎年11月の全国青少年健全育成強調月間に併せて、

今後の本町の青少年健全育成に寄与するために一昨年

から町・教育委員会・青少年健全育成町民会議の共催

にしました。�

　今年度は、例年各中学校持ち回りで行われている別

海町少年弁論大会を学校週５日制に併せ、始めて土曜

日に開催し、町内の中学校９校より18名の生徒が約

170名の観客から声援を受け、日頃いだいている夢や

希望、社会に訴えたいことを５分間の制限時間に挑戦

しました。�

　その後、講話「思春期の性などに関する健康問題に

ついて」と題して北海道中標津保健所長の中村秀恒氏による講演があり、全国・全道・中標津保健所管内（４町）

性感染症の未成年者の発生報告がされました。衝動性が強く、性的自己決定能力が不足している生徒に対しては、

望まない妊娠や性感染症を防ぐための十分な認識と行動力を身につけさせる性教育が必要と考え、対策として

３点あげられました。①子どもの性に関心を持つこと。②家庭でも社会の価値観や規則を教えること。③良い

夫婦関係を築くこと。�

　なお、第49回別海町少年弁論大会の入賞者は次のと

おりです。�

【個人の部】最優秀賞「言葉の壁」粂川真美（西春別

中学校３年）、優秀賞「永遠の友達」水本明日希（中

西別中学校３年）、優秀賞「くらべられること」中西

美紀（上西春別中学校１年）、優秀賞「信じること」

浦山美香（上春別中学校３年）、優秀賞「現実という

大きな壁」工藤福子（上春別中学校３年）、優秀賞「今

いる自分」花輪美穂（別海中央中学校３年）�

【団体の部】優勝／西春別中学校、２位／上春別中学

校、３位／中西別中学校�

�
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あゆみ、西牧愛、林雅浩、皆川
蘭、村上和哉

○本別海／竹田弥生
○中春別／大田亜由子、 松絵真、
佐藤真央、b橋綾美、登奈々

○豊原／荒瀬理、岡崎友美、菅野
浩子、広沼力也

○美原／兼松智彦
○西春別／村岡理子
○西春別駅前／佐藤福美、武田直
木、宮本さやか

○泉川／島崎歩美
○上春別／石井聖人、坂脇絵里、
志田譲、根本隆行、人羅茜、森
田光恵

○床丹／平賀真一
○尾岱沼／阿部知恵、天田奈緒子、
大川欽也、佐藤夕生、白　みず
き、村山絢子

○上風連／五石真美、信田いづみ、
原井恵玲奈

○町外／大菅寛之、黒川結香、村
上ゆみか

防火標語クイズ当選者

平成14年秋の火災予防運動の一
環として実施した防火標語クイズ
に町内各地域から多数の応募があ
り、抽選の結果、次の方々が当選
しましたのでエアゾール式簡易消
火器具をお届けします。おめでと

うございます。
○当選者／佐藤美智子（別海）、大
森尚子（別海）、石ケ森香（別海）、
穴澤喜久子（別海）、神部雅宏（中
西別）、山田文子（中春別）、河本
健太（上春別）、鈴木雅生（西春
別）、井関薫（西春別駅前）、渡辺
一彦（西春別駅前）

問合せ／根室北部消防事務組合別
海消防署（1５－２１６１）

12月24日から30日は
歳末特別警戒

今年の火災件数は10月31日現在
で21件発生しており、昨年の12件
と比較して９件も増えておりま
す。
根室北部消防事務組合別海消防

署・別海消防団では、12月24日か
ら30日まで歳末特別警戒を実施し
ます。期間中毎晩、消防車による
広報と見回りを行います。
これから寒さが厳しくなり、暖

房器具をつけたままでの外出や歳
末の繁忙期などで、ガス器具を使
用することが多くなり、火災の発
生が懸念されますので十分注意
し、より一層の火災予防に心がけ
ますようお願い致します。
問合せ／根室北部消防事務組合別
海消防署（1５－２１６１）

お知らせ�
伝言板�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131�

尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326�
上春別出張所  5-6011�

�

平成15年の新成人

平成15年別海町成人式は、１月
７日cに別海町中央公民館で、挙
行されます。教育委員会では九月
末現在で住民登録を調査した結果
を本紙11月号に掲載致しました
が、その後11月26日までに記載も
れ及び追加の申し出のあった方々
は次のとおりです。これで新成人
該当者は229名となります。
○別海／五十嵐舞、今西さとみ、
遠藤明香、大森直樹、岡田綾香、
小田敦司、小野寺優樹、片岡梢、
菅野孝一郎、清実篤、佐藤宏樹、
高橋卓哉、田中貴喜、寺嶋勇、
土井奈苗、中澤庄吾、畑俊幸、
畠澤陽、林康弘、松倉千洋、山
田智子、山本卓、吉田真一、米
井香織、渡邊留美

○中西別／稲葉匡彦、臼井めぐみ、
大月まゆみ、小林奈津恵、富田

　酪農活性検討会が主催して、乳牛の行動学、栄養学等に基づいた牛舎設計の基本的な理論（換気システ

ム・バンクマネジメント・カウコンフォート・グループ分け）の研修会を開催します。�

○日　時／12月６日F 10：30～15：30�
○場　所／マルチメディア館�
○内　容／牛舎システムの設計とマネジメント思想�
○講　師／伊藤　紘一氏（ウイリアムマイナー農業研究所副学長）�
○参加料／3,500円（昼食代を含みます）�
　※参加希望者は12月３日までにご連絡ください。�

　　　　問合せ／酪農活性検討会会長　伏見　　廣（1６－２９６４）�

�

「酪農セミナー」開催�
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平成15年別海町新年交礼会
開催のお知らせ

平成15年別海町新年交礼会を、
別海町と別海町内会連絡協議会と
の共催で開催いたします。
○日時／１月５日a12：00～13：00
○会場／ウエディングプラザ別海
○会費／2,000円
※参加取りまとめについては、各
町内会で行います。

問合せ／別海町内会連絡協議会
（15-2148・別海町社会福祉協議
会内）

家畜ふん尿の適正な処理の
お願い

家畜排せつ物の管理の適正化及
び利用の促進に関する法律が平成
11年11月１日に施行されてから３
年が経過しました。ふん尿の野積
みや素堀が禁止され、適正な管理
と利用の促進を図り、土づくりに
有効な資源として積極的に活用
し、持続性の高い循環型農業の発
展を目的としております。
特に河川近くの農家において

は、パドック・堆肥場や、降雨前
日・冬期間のふん尿散布は増水や
融雪期に河川へ流出するおそれが
あります。
本町は西別川をはじめとしてサ

ケ、マス増殖など水産資源にとっ
て重要河川が５河川あり、流域町
民の連携により河川環境の保全に
努めていく必要があります。
法律が猶予期間中であっても、

家畜ふん尿の適切管理と利用推進
にご協力下さるようお願いしま
す。
問合せ／農政課農業振興担当

（内線1412）

平成15年度合併処理浄化槽
設置整備事業のお知らせ

平成15年度は、新築・増改築の方を
対象に申し込みを受け付けします

別海町では、平成11年度から、
海・河川・地下水の水質汚濁防止
と生活環境の改善を図るために、
合併処理浄化槽を設置する方へ補
助金を交付しています。
単独浄化槽からの切り替えや浄

化槽だけ設置希望の方は、すでに
平成13年度、平成14年度希望の
150余名の方が待機している状態
ですので、今後の設置状況の推移
により、後年度に申し込みを受け
ることとしましたのでご了承願い
ます。
申し込みは、平成15年２月17日

から受け付けします。
※申込書は、平成15年２月号の
「広報べつかい」に折り込みし
ます。

問合せ／下水道課管理担当
（内線3414）

参加者募集��
種　　目／町長杯（高校・一般の部）：シングルス（男・女）、�
　　　　　ダブルス（男・女）�
　　　　　町民卓球大会（小学生低学年の部・高学年の部、�
　　　　　中学生の部、シニアの部）：シングルス（男・女）�
参 加 料／シングルス：1人300円、ダブルス：1組500円�
　　　　　（小・中学生無料）�
申込期限／12月13日F�
申 込 先／役場産業振興部みどり環境課　菅田（内線2610）�
　　　　　福祉部町民課　千葉（内線2586）�

日時／12月22日A 8：30～�
会場／町民体育館�

第32回町民卓球大会�
第19回町長杯卓球大会�

参加者募集��
　寒さも一段と厳しい時期となり、給水栓内の水
を落とさないと凍結してしまいます。日中でも長
い時間水を使わない時や、おやすみ前には、必ず
水を落としてください。�
�
※水を落とす時�
　蛇口を開いて水を出�
　したまま、水抜栓の�
　ハンドルを閉じてく�
　ださい。�
※水を出す時�
　蛇口を開いたまま、�
　水抜栓のハンドルを�
　開いてください。�

蛇口� ツマミ�

給
水
栓
�

水
抜
栓
�

立
上
り
�
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12月は道税の納税推進強調
月間です

道では、12月を『納税推進強調
月間』として、道税の納税推進に
取り組み、滞納整理の促進に努め
ます。
道税は、住み良い地域社会を作

るための貴重な財源です。皆さん
の暮らしを支える道税の納税にご
協力ください。
なお、12月８日aは午前９時か

ら午後５時まで、根室支庁税務課
において休日納税窓口を開設しま
す。また、12月５日e、12日eは
午後９時まで、夜間納税窓口を開
設します。
問合せ／根室支庁総務部税務課納
税係（10153－24－5466）

「１日ハローワーク」の開設

冬場における職業相談窓口とし
て根室公共職業安定所の「１日移
動相談窓口」が開催されます。
是非この機会にご利用ください。
○日時／12月16日b10：00～14：00
○場所／別海町交流館「ぷらと」2階
問合せ／根室公共職業安定所
（10153－23－2161）・別海町観光
課商工労働担当（内線1612）

司法書士による
電話法律無料相談

釧路司法書士会では、道東地区
在住の方々を対象に「司法書士に
よる電話法律無料相談」を実施し
ます。
○日時／12月７日g11：00～19：00
○費用／無料（電話料金はかかり
ます）

○相談電話番号／01537－3－5602
問合せ／釧路司法書士会

（10154－41－8332）

マルチメディア館 閉館時間変更�
　マルチメディア館の閉館時間が、冬期間次のとおりに変更になり
ます。なお、マルチメディアホール・パソコン研修室・多目的会議
室は、午後10時まで利用できます。�
○変更期間及び時間／平成14年12月1日～平成15年3月31日10：00～21：00�
　　　　　　　　 　　問合せ／マルチメディア館　1５－１１９１�
�

温水プール休止のお知らせ�
◆尾岱沼温水プール　12月１日a～３月14日fまで休止�
◆西春別温水プール　12月16日b～３月14日fまで休止�
◆別海町民温水プール　12月16日a～３月14日fまで休止�
　　　トレーニング室　12月24日c～１月７日cまで休止�
　　　　トレーニング室については、上記期間を除き平日（月曜日
　　　を除く）午後１時から午後８時まで、日・祭日は午後１時か
　　　ら午後５時まで利用できます。�
※現在使用されているシーズン券及び回数券は、町内各地区温水プ
　ール共通券となっておりますので、平成15年3月31日まで使用で
　きます。�
　　　問い合わせ／別海町総合スポーツセンター　1５－２８８２�

○役場、支所、出張所�
　12月31日c～１月５日aまで休み�
○中央公民館、西公民館、東公民館�
　12月30日b～１月６日bまで休館�
○別海病院、西春別駅前・尾岱沼診療所�
　12月31日c～１月５日aまで休診�
○尾岱沼・西春別駅前歯科診療所�
　12月29日a～１月５日aまで休診�
○ごみ収集、処理場の受け入れ�
　12月31日c～１月３日fまで休み�
○し尿収集�
　12月31日c～１月５日aまで休み�
○図書館�
　12月29日a～１月６日bまで休館�
○町民体育館�
　12月25日d～１月７日cまで休館�
○北方展望塔�
　12月30日b～１月３日fまで休館�
○マルチメディア館�
　12月30日b～１月６日bまで休館�
○交流センター郊楽苑�
　12月31日b　日帰り入浴　10：00～18：00まで営業�
　　　　　　　レストラン　11：30～14：00まで営業�
　　　　　　　宿　　　泊　平常営業�
　１月１日～平常営業�

年
末
年
始
の
業
務
案
内�

�



!2BETSUKAI�
2002.12

年賀状はお早めにY
郵便局では、皆様からお預

かりした大切な年賀状を元旦
にお届けできるように万全の
準備をしておりますが、年末
押し迫ってからお出しになり
ますと、元旦に間に合わない
場合があります。
年賀状を元旦にお届けする

には、なるべく12月24日cま
でにお出しください。
住所は、「○番○号、○○

番地、棟、室番号」など最後
まで正確に書いて、「町内」、
「道内」、「道外」、「私製はが
き」に分け、十字に束ねてお
出しください。また、私製は
がきなどの年賀状をお出しの
際は、「年賀」と赤書されま
すようお願いします。
ご理解とご協力をお願いい

たします。

非課税制度が　　
変更になります

平成15年１月１日から、所
得税法令の改正により、郵便
貯金等の利子非課税制度のお
取扱いが変更になります。
65歳以上の方の新たな非課

税郵便貯金のお預け入れ、又
は、65歳以上の方の新たな特
別マル優枠の設定はできなく
なりますのでご注意くださ
い。
ただし、平成15年１月１日

時点においてご利用されてい
る方に限り平成17年12月30日
までの間は、従来どおりお預
入れ等ができます。
詳しくはお近くの郵便局の

窓口またはセールススタッフ
におたずねください。

内元金据置可能）
問合せ／国民生活金融公庫釧路支
店「国の教育ローン」相談係

（10154-22-8131）

回収しますY古い電話帳

～地球にやさしい
電話帳をめざして～

ＮＴＴ東日本では、回収した古
い電話帳を新しい電話帳の用紙へ
とリサイクルを行っています。
新しい電話帳（１月中旬からお

届け予定）のお届けの際に、古い
電話帳を配達員にお渡しくださ
い。お届けの際にご不在であった
場合には、後日お引取りに伺いま
すので、タウンページセンタまで
ご連絡ください。皆様のご協力を
お願いいたします。
問合せ／タウンページセンタ（フ
リーダイヤル10120-506-309）

訂正とお詫び

○広報11月号
¡18頁「野付半島ネイチャーセ
ンター冬季開館」
誤　蕊取（しべとろ）
正　蘂取（しべとろ）

¡19頁「寄付」特別養護老人ホ
ーム、町立別海病院
誤　佐藤　豊さん（尾岱沼）
正　佐藤　豊さん（床丹）

大変ご迷惑をおかけしましたこ
とをお詫びするとともに訂正いた
します。

工業統計調査にご協力ください

経済産業省では、工業統計調査
を12月31日現在で実施します。
工業統計調査は、製造業を営む

事業所を対象として、その活動実
態を明らかにすることを目的とし
ています。
なお、調査票に記入していただ

いた内容については、統計法に基
づき秘密が厳守されますので、正
確なご記入をお願いします。
問合せ／統計広報担当（内線2116）

北方領土に関する「川柳」募集

道立北方四島交流センター（愛
称：ニ・ホ・ロ）では、開館３周
年を記念して北方領土をテーマと
する川柳を募集しています。入選
句には賞を贈ります。
○応募方法／一人葉書１枚に３句
まで。住所、氏名、電話、性別、
年齢、職業明記のこと。

○締切り／12月31日（消印有効）
○応募先／〒087-0037 根室市穂
香110－９ ニ・ホ・ロ「川柳」係

「国の教育ローン」のご利用をY

○融資額／生徒１人200万円以内
○利率／2.1％（固定金利）
○対象／高校・短大・大学・専修
学校などに入学・在学または海
外留学（６ヶ月以上）される方
の保護者

○返済期間／10年以内（在学期間

　障害のある人も無い人もいっしょに楽しい�
時間を共有してみませんか。�
○日時／12月8日A 10：00～14：00�
○場所／別海中央小学校　体育館�
○内容／ミニ運動会、会食、芸能発表会�
　※働いている人は、参加費が1,000円�
　　です。当日会場にてお支払いください。�
問合せ／別海町みずならの会事務局　中春別小学校　中野（16-2013）�
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◆
別
海
町
で
住
民
や
各
関
係
機
関
を
交
え

た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
平
成
五
年
と

六
年
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
地
震
の
怖
さ

は
体
験
し
て
い
る
の
に
、
人
は
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
そ
の
怖
さ
を
忘
れ
て
い
く
。
こ

の
頃
ま
た
地
震
が
時
々
起
き
て
い
る
。
年

末
を
控
え
た
今
、
こ
の
防
災
訓
練
を
機
会

に
も
う
一
度
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
点
検
や
広

域
避
難
場
所
の
確
認
、
家
族
と
の
連
絡
方

法
な
ど
各
種
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
考

え
た
い
。

（
鬼
）

◆
冷
た
い
水
が
奥
歯
を
刺
激
し
て
三
ヶ
月

後
、
食
事
中
に
も
の
す
ご
く
固
い
異
物
を

感
じ
た
。
す
ぐ
に
出
し
て
み
る
と
何
か
白

っ
ぽ
い
よ
う
な
物
を
発
見
。
そ
れ
は
ま
さ

し
く
欠
け
た
歯
だ
っ
た
。
翌
日
、
歯
医
者

に
行
き
、
親お
や

不
知
し
ら
ず

を
抜
い
た
。
▽
保
健
セ

ン
タ
ー
の
事
業
で
い
い
歯
の
子
を
表
彰
し

て
い
る
。
五
年
前
か
ら
始
ま
り
、
年
々
虫

歯
ゼ
ロ
の
子
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
実
績
で
も
あ
り
、
歯

に
対
す
る
意
識
の
向
上
の
あ
ら
わ
れ
だ
ろ

う
。
自
分
の
一
部
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
け
れ
ど
、
八
十
歳

で
自
分
の
歯
が
二
十
本
の
８
０
２
０

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

表
彰

に
向
け
て
歯
の
ケ
ア
に
全
力
を
注
ぐ
。

（
た
く
）

　　　　　　　　　　　　　　 　（保護者）�
u　田　風花（ふうか）ちゃん（女）建　一（上　春　別）�
u田中　大稀（だいき）ちゃん（男）真　志（別　　　海）�
u　野　　悠（ゆ　う）ちゃん（男）　訓　（別　　　海）�
u漆原　　駿（しゅん）ちゃん（男）　剛　（別　　　海）�
u奥田莉々加（りりか）ちゃん（女）正　博（尾　岱　沼）�
u杉本万里乃（まりの）ちゃん（女）光　啓（上　風　連）�
ua尾　宥哉（ゆうや）ちゃん（男）孝　行（別　　　海）�
u戸田いずみちゃん　　　　　（女）　優　（尾　岱　沼）�
u柴田　和弥（かずや）ちゃん（男）達　也（別　　　海）�
u落合　将也（まさや）ちゃん（男）繁　郎（尾　岱　沼）�
u本田　涼馬（りょうま）ちゃん（男）　剛　（中　春　別）�
u右代　優月（ゆづき）ちゃん（女）尋　義（西　春　別）�
u眞下　裕貴（ひろき）ちゃん（男）雅　人（豊　　　原）�
u戸田　彩紀（さ　き）ちゃん（女）充　英（尾　岱　沼）�
u森　　咲遥（さくら）ちゃん（女）光　司（中　春　別）�
u石田　雛妃（ひなき）ちゃん（女）　隆　（別　　　海）�
u吉田　大起（だいき）ちゃん（男）英　則（別　　　海）��

�
�
u菅原　　誠・田代　　円さん（床　　　丹）�
u津江　秀晴・田口　孝子さん（別　　　海）�
u金刺　　譲・大下奈穂子さん（西春別駅前）�
u苅田　憲幸・伏見　友希さん（上　春　別）�
u森重　直治・安部　真琴さん（上　風　連）�
u鈴木　正史・b橋久美子さん（上　風　連）�
u上田　忠義・草野眞知子さん（西　春　別）�
u阿部　弘昭・山本　美嘉さん（別　　　海）�

�
�
�
s菊馬　長次さん　（７２歳）（中　春　別）�
s橋本　たつさん　（９５歳）（豊　　　原）�
s大竹　　江さん　（８０歳）（上　春　別）�
s安達　広子さん　（３６歳）（中　春　別）�
s小笠原ミツさん　（８２歳）（別　　　海）�

～ご結婚おめでとう～�

～お誕生おめでとう～�

～お悔やみ申し上げます～�

おめでた・�
　おくやみ�
10月1日から10月31日届出分まで�

・
別
海
町

▽
村
田
美
智
子
さ
ん
（
中
標
津
町
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
睦
ク
ラ
ブ
（
上
風
連
）

▽
佐
藤
　
勝
利
さ
ん
（
根
室
市
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
橋
本
　
幸
岳
さ
ん
（
豊
原
）

▽
門
間
　
正
夫
さ
ん
（
豊
原
）

▽
方
波
見
喜
美
雄
さ
ん

（
尾
岱
沼
潮
見
町
）

▽
今
村
　
　
洋
さ
ん
（
別
海
西
本
町
）

▽
品
堀
　
　
誠
さ
ん
（
奥
行
）

▽
野
村
五
十
春
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

▽
若
松
　
タ
キ
さ
ん（

尾
岱
沼
潮
見
町
）

▽
別
海
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
一

同▽
上
西
春
別
小
学
校
四
年
生
一
同

▽
野
付
漁
協
婦
人
赤
十
字
奉
仕
団
一

同あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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冬道の心の備えは万全ですか�
別海町の交通事故発生状況　発生37件、死者９名、傷者48名�

　　　　　　　　　　　　　　前年同期比　   （－７）　　（＋３）　（－５） 　　　 　�

（平成14年１月１日～11月24日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

○国民年金保険料の納め
忘れはないですか。
国民年金保険料を納めない

でいると、将来受け取る老齢
給付金が少なくなるばかり
か、事故や病気で万が一のこ
とがあったとき障害給付や遺
族給付が受けられなくなるか
もしれません。もし収入が無
く保険料を納めるのが困難で
あれば、未納のままにせず
「保険料免除制度」のご相談
をしてください。
また、国民年金保険料は所

得税法上全額控除が認められ
ています。領収書は大事に保
管し、所得申告時に添付して
ください。

○国民年金の手続きをお
忘れなく。
夏の間、建築・土木などの

会社で働き、厚生年金等に加
入されていた方は、離職と同
時に国民年金への加入手続き
が必要です。役場又は支所・
出張所の窓口で手続きをして
ください。
保険料の免除申請をされる

方は、「雇用保険受給資格者
証」または「離職者証」の写
しをご持参下さい。

社会保険事務相談所開設日
日時／１月14日c13時～17時
会場／中標津経済センター
問合せ／町民課戸籍年金担当

（内線1225）

☆国民年金保険料は　安心・
便利・確実な口座振替・自動
振込みでY
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まちの人口／17,024人（＋8）�
男／8,484人（＋13）  女／8,540人（－5）�

世帯／6,044世帯（＋5）�

平成14年10月31日現在  （　）は前月比�

�

別海町ホームページ�
http://www.betsukai.gr.jp/

この広報紙には森林保護のため�
再生紙を使っています�

広 報 べつかい 12月号�

¡町の木¡�
ナラ�

¡町の鳥¡�
ハクチョウ�

¡町の花¡�
センダイハギ�
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